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●
代
表
者
名　

福
永　

千
夏

●
事
業
所

　

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
曽
根
除
下
47-

１

　
☎
52-

３
３
０
５

●
事
業
内
容　

飲
食
店

　
　

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
地
酒
等
の

提
供

●
営
業
時
間
帯　

木
・
金
・
土
・
日
曜
日

　

17
時
～
23
時
ま
で
営
業

●
お
店
の
Ｐ
Ｒ

　
　

米
や
野
菜
な
ど
は
主
に
実
家
の
も
の
を

使
用
し
て
お
り
、
生
成
者
か
ら
調
理
に
至

る
ま
で
、
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
居
酒
屋

で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
も
の
で
も
「
こ

ん
な
も
の
が
食
べ
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
声
お
掛
け
下
さ
れ
ば
、
作
れ
る

か
も
？
？

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
　

開
店
か
ら
２
年
が
経
ち
、
常
連
さ
ん
も

増
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
一
人

で
ご
来
店
さ
れ
る
方
が
少
な
い
の
で
「
ま

酒
や
に
行
け
ば
誰
か
は
い
る
か
ら
行
こ

う
！
」
と
一
人
で
も
気
軽
に
来
ら
れ
る
よ

う
な
店
づ
く
り
を
目
指
し
努
力
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は

　
ど
う
お
考
え
で
す
か

　
　

主
人
が
バ
イ
ク
が
好
き
で
旧
車
會
を
や

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
栗
駒
の
『
み
ん
な

で
し
あ
わ
せ
に
な
る
ま
つ
り
』
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
真
坂
商
店
街
で
も
や
り
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は
当
店
発
信
で
の

小
規
模
な
も
の
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
通
り
が
か
っ
た

際
に
は
声
を
掛
け
て
下
さ
る
と
嬉
し
い
で

す
。

●
商
工
会
へ
の
要
望

　
　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
店
が
該
当
し
て
い
る
助
成
金
な
ど
の
情

報
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
確
定
申
告
の
相

談
に
の
っ
て
頂
き
、
大
変
助
か
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

第
32
回 

花
山
・
湖
秋
ま
つ
り

◆
開
催
日
時
　
令
和
元
年
10
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
開
催
場
所

　
花
山
青
少
年
旅
行
村

◆
主
催
者
名

　
第
32
回
花
山
・
湖
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

◇
連 

絡 

先
　
花
山
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー（
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　
　
　
　
　
　
☎
０
２
２
８

－
43

－

５
１
１
１

◆
開
催
日
時

　
令
和
元
年
10
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

◇
開
催
場
所

　
栗
原
市
一
迫

　
あ
や
め
の
里 
前

　
　
　
　
　
　（
栗
原
市
一
迫
真
坂
字
清
水
田
川
４

－

１
）

◆
主
催
者
名
　
い
ち
は
さ
ま
新
米
ま
つ
り
実
行
委
員
会

◇
連 

絡 

先
　
い
ち
は
さ
ま
新
米
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　（
あ
や
め
の
里
）☎
０
２
２
８

－

57

－

６
１
５
１

　
の
イ
ベ
ン
ト
紹
介

 

ま 

酒 

や
催
物
内
容

①
新
米
販
売

②
地
場
産
品
等
販
売

③
新
米
試
食
会

⑤
新
米
す
く
い
取
り 

等

特記事項

■
お
楽
し
み
抽
選
会
の
内
容

　
①
温
湯
山
荘
ペ
ア
一
泊
招
待
券
…
４
組

　
②
特
産
品
…
40
本

■
肉
は
国
産
黒
毛
和
牛
を
使
用
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★専門の相談員が
　　　　対応します

★ご自宅まで
　無料でお伺いします

★末長い
　アフターフォロー !!

10/9 日㊌ 11/13日㊌ 12/11日㊌10/9 日㊌ 11/13日㊌ 12/11日㊌
パナソニックの
電気店ならここが安心!!

栗原市一迫柳目字曽根除下 41-1
TEL (0228) 52-2161
FAX (0228) 52-2162おおえでんき

開 催 日開 催 日

無料聞こえ 相談会!!聞こえ　　　相談会!!補聴器
午後１時～５時まで

無料

第
16
回 

い
ち
は
さ
ま

　
　

  　

新
米
ま
つ
り

人脈づくりはできる？

地域のネットワークが広まります

青年部・女性部ほか

地域を元気にするには？

イベントやにぎわいのある商店街を目指して

地域振興・まちづくり

税や経理ってすごく面倒‥‥。

税務申告や経理もおまかせください

税 務・経 理

経営のこと、誰かに相談したい‥‥。

さまざまな面から経営をサポートしています

経 営 支 援

どんな補助金があるの？

小規模企業のための補助金を活用下さい

補助金・助成金の紹介・申請支援

商品やサービスをもっとＰＲしたい！

販路拡大にチャレンジしませんか？

販路開拓支援・情報発信

従業員や経営者のもしもの備えは？

福利厚生を整えて日々の事業・業務に安心を

労務・共済制度

融資のことは相談できる？

無担保・無保証・低利の「マル経融資制度」

有利な金融制度の紹介・申込のサポート

商工会に加入しましょう
商工会は、企業に寄り添い、地域企業の発展と地域活性化を目指します。

こまった、こうしたい　経営のいろいろをお聞かせ下さい
…… お気軽にご相談下さい ……

只今、新規会員加入キャンペーン運動展開中！
期間中、加入の方にもれなく一迫花山共通商品券を３，０００円分進呈いたします。

行 き ま す 巡回を通じて、会員事業所が抱える問題に
きめ細かく対応します

聞 き ま す 経営の困りごとや要望など、
お気軽に商工会窓口へどうぞ

提案します 経営の現状確認と施策の利用提案などを行い
経営のお手伝いをします

催物内容

①
焼
肉
コ
ー
ナ
ー（
前
売
券
１
セ
ッ
ト
３
，０
０
０
円
が
必
要
）

②
野
外
コ
ン
サ
ー
ト(

出
演

：

花
山
湖
春)

③
楽
し
さ
満
点
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

④
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

⑤
肉
・
野
菜
・
飲
み
物
等
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

⑥
今
年
も
や
り
ま
す

  

お
楽
し
み
抽
選
会（
温
泉
一
泊
招
待
・
特
産
品
）



　

暑
い
、
暑
い
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、

ス
ッ
と
涼
し
い
風
が
吹
い
て
来
た

り
、
夜
に
は
、
草
む
ら
で
コ
オ
ロ
ギ

や
、
ス
イ
ッ
チ
ョ
の
声
が
し
て
秋
の

気
配
が
し
て
来
ま
し
た
ね
。
田
圃
を

見
渡
せ
ば
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
コ
ウ

ベ
を
垂
れ
て
い
ま
す
。
日
も
だ
い
ぶ

短
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
奥
山
で
は
、

こ
の
夏
、
夏
き
の
こ
の
王
様
と
言
わ

れ
る
、
と
ん
び
舞
茸
は
、
あ
ま
り
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
候
が
良
く
な

か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か

ら
秋
に
な
る
と
、
舞
茸
や
、
か
の
か
、

も
た
し
、
ム
キ
茸
、
ナ
メ
コ
と
自
然

の
恵
み
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

秋
の
夕
暮
れ
時
に
ふ
と
空
を
眺
め

て
い
る
と
、
何
か
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛

ん
で
い
ま
す
。 

鳥
の
よ
う
な
、
虫
の

よ
う
な
、
と
て
も
た
よ
り
な
く
飛
ぶ

生
き
物
じ
っ
と
見
て
い
る
と
そ
の
正

体
が
解
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
コ
ウ

モ
リ
で
し
た
。
こ
の
姿
は
誰
も
が
一

度
は
家
の
近
く
で
観
た
事
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

江
戸
時
代
、
空
を
飛
ぶ
コ
ウ
モ
リ

の
仲
間
は
鳥
の
仲
間
に
分
類
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ウ
モ
リ
は

れ
っ
き
と
し
た
夜
行
性
の
小
型
哺
乳

類
な
の
で
す
。
多
く
の
コ
ウ
モ
リ
は

視
覚
に
頼
ら
ず
暗
間
を
飛
び
、
人
間

の
耳
で
聞
き
取
る
事
が
殆
ど
出
来
な

い
ほ
ど
の
超
音
波
を
発
し
て
、
そ
の

反
響
し
て
来
る
声
を
頼
り
に
餌
で
あ

る
虫
の
追
跡
や
周
囲
の
環
境
を
認
識

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
昔
か
ら
、

家
を
守
る
動
物
が
ヤ
モ
リ
、
井
戸
を

守
る
の
が
イ
モ
リ
と
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
に
、
川
辺
を
守
る
動
物
は
川
守

り
→
コ
ウ
モ
リ
と
伝
え
ら
れ
て
来
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
々

は
、
コ
ウ
モ
リ
が
虫
を
食
べ
て
く
れ

る
事
で
、
病
気
か
ら
人
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

コ
ウ
モ
リ
を
観
察
す
る
な
ら
、
川

原
へ
行
っ
て
見
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

夕
方
が
ベ
ス
ト
で
す
。
コ
ウ
モ
リ
が

超
音
波
を
使
っ
て
虫
を
探
し
な
が
ら

飛
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
コ
ウ
モ
リ

の
声
は
人
間
の
耳
で
は
ほ
と
ん
ど
聞

こ
え
ま
せ
ん
が
、
耳
の
い
い
人
や
小

学
生
位
の
人
で
は
、
コ
ウ
モ
リ
が
餌

を
追
跡
す
る
瞬
間
の
わ
ず
か
な
「
ジ

ジ
ジ
ジ
」
と
い
う
泣
き
声
が
聞
こ
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
日
本
に
は
、
三
五
種
類
の
コ

ウ
モ
リ
が
生
息
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
確
実
に
は
解
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

吸
血
コ
ウ
モ
リ
を
連
想
す
る

人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
謎

の
多
い
動
物
だ
け
に
あ
ま
り
気
持
ち

の
良
い
物
で
は
な
い
で
す
ね
。 

森
の

岸
壁
や
、
洞
窟
に
沢
山
居
ま
す
。
町

で
は
、
古
い
ト
ン
ネ
ル
に
も
居
ま
す

ね
。

　

も
う
す
ぐ
刈
り
入
れ
の
季
節
に
な

り
ま
す
。
稲
刈
り
が
終
わ
る
こ
ろ
栗

駒
山
は
、
一

年
で
一
番
美

し

い

紅

葉

を
迎
え
ま
す
。

錦
秋
の
栗
駒

山
と
、
山
の

温
泉
へ
出
か

け
て
見
ま
し

ょ
う
。

　

令
和
元
年
八
月
十
四
日（
水
）長
崎

川
に
て
、
第
二
十
五
回
夏
ま
つ
り
灯

ろ
う
流
し
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
先
祖
の
供
養
、
家
内
安

全
、
健
康
等
の
祈
願
、
地
域
振
興
の

一
助
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
す
べ
き
令
和
初
め
て
の
本
事
業

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
大
人
・
子
供

が
楽
し
め
る
売
店
を
併
せ
て
実
施
し
、

子
供
の
楽
し
む
声
な
ど
が
響
い
て
お

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
次
年
度
以
降
も
地
域
を

盛
り
上
げ
、
皆

様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
様
、

企
画
・
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す

の
で
地
域
の
皆

様
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月

十
八
日
（
日
）

の
ツ
ー
ル
・

ド
・
い
ち
は
さ

ま
（
栗
原
ひ
だ

ま
り
マ
ル
シ
ェ
）
、
八
月
二
十
五
日

（
日
）の
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
一
迫
の
両
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
協

力
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
一

助
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
迫
花
山
商
工
会
青
年
部

で
は
、
若
手
後
継
者
向
け
講
習
会
や
、

地
域
の
活
性
化
を
掲
げ
た
行
事
等
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
迫
・
花
山
地
区
の
個
人
事
業
主

・
中
小
企
業
の
経
営
者
、
ま
た
は
後

継
者
候
補
等
で
四
十
五
歳
以
下
の
男

女
の
皆
様
、
是
非
商
工
会
青
年
部
に

入
部
し
て
同
世
代
の
経
営
者
仲
間
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

青
年
部
に
興
味
の
あ
る
方
は
一
迫

花
山
商
工
会
ま
で
、
ご
連
絡
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
迫
花
山
商
工
会
女
性
部
で
は
部

員
同
士
の
絆
を
深
め
る
よ
う
な
移
動

研
修
会
や
経
営
の
助
け
と
な
る
よ
う

な
講
習
会
、
地
域
を
元
気
づ
け
、
笑

顔
を
増
や
す
よ
う
な
活
動
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
あ
な
た
も
一
迫
花
山
商
工
会

女
性
部
の
一
員
と
な
り
、
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？　

女
性

部
は
、
あ
な
た
の
参
加
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
一
迫
花
山
商
工
会
女
性
部

で
は
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

加
入
条
件
と
致
し
ま
し
て
は
、
商
工

会
員
、
又
は
ご
家
族
さ
ま
、
年
齢
は

18
歳
以
上
の
女
性
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
一
迫
花
山
商
工
会
（
☎

52-

３
３
０
０
）ま
で
ご
連
絡
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
又
は
創

業
し
て
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
経

営
に
関
す
る
知
識
を
身
に
着
け
る
こ

と
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
全
て
受
講
し
、

「
経
営
・
財
務
・
人
事
育
成
・
販
路

開
拓
」
の
４
つ
の
知
識
を
身
に
着
け

た
創
業
希
望
者
に
は
栗
原
市
か
ら
証

明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
こ
の
証

明
書
を
使
用
し
創
業
す
る
方
は
、
会

社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
の
軽
減
や

創
業
関
連
保
証
の
拡
充
な
ど
、
国
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時　

第
１
回　

10
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

第
２
回　

10
月
15
日（
火
）

　
　
　
　

第
３
回　

10
月
23
日（
水
）

　
　
　
　

第
４
回　

10
月
29
日（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
30
分

■
場
所　

栗
原
市
役
所
本
庁
舎
３
階

■
対
象
者　

市
内
で
創
業
を
考
え
て

い
る
方
、
創
業
後
５
年
未
満
の
方

■
内
容

第
１
回　

経
営
「
創
業
へ
の
心
構

え
」

第
２
回　

販
路
開
拓
「
売
れ
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
」

第
３
回　

人
材
育
成
「
人
事
・
労

務
管
理
」

第
４
回　

財
務
「
利
益
計
画
を
立

て
て
み
る
」

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

詳
し
く
は
栗
原
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
開
催
案
内

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
裏
面
の
申
込
書
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
下
さ
い
。

　

※U
R
L
 https://w

w
w

.kuriharacity.jp/

■
申
込
先　

主
催
者
代
表
商
工
会　

若
柳
金
成
商
工
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

32
‐
２
４
６
７

■
申
込
期
限　

９
月
27
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栗
原
市
商
工
観
光
部
産
業
戦
略
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

22
‐
１
２
２
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

22
‐
０
３
１
５

■
主
催

　

栗
原
市
・
栗
原
市
内
４
商
工
会

　
先
月
８
月
は
、
例
年
に
な
い
猛
暑
日
が

続
き
、
熱
中
症
や
急
病
等
で
救
急
車
の
音

が
毎
日
の
よ
う
で
し
た
。

　
そ
ん
な
８
月
、
各
地
域
で
は
お
盆
の
行

事
や
夏
祭
り
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
９
月
は
秋
の
お
祭
り
や
敬
老
会
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
催
さ
れ
ま
す
。
好
天
を
祈

り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
令
和
の
暦
も
早
い
も
の
で
４
か

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
10
月
に
は
天
皇
陛
下

の
「
即
位
の
礼
」
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
で
喜
び
を
共
に
し
た
い
で
す
。

　
又
、
い
よ
い
よ
10
月
か
ら
消
費
税
率
が

10
％
と
な
り
ま
す
。

　
私
達
商
工
会
も
事
前
の
講
習
や
テ
キ
ス

ト
等
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

軽
減
税
率
制
度
は
理
解
し
て
も
現
場
店
頭

や
売
り
場
で
の
お
客
様
へ
の
ご
理
解
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
い
つ
も
新
し
い
制
度
が
定

着
す
る
ま
で
は
少
し
時
間
が
要
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
私
達
商
工
会
員
は
、
業
種
を
越
え
地
域

に
愛
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
広

報
発
行
も
そ
の
一
ペ
ー
ジ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
残
暑
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
折
、
皆
様
の

ご
自
愛
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

（
広
報
編
集
委
員

　
Ｔ
・
Ｙ
）

令和元年９月15日発行第80号(2)

宮城県最低賃金
≪改正のお知らせ≫

※詳細については、宮城労働局労働基準部
賃金室（022-299-8841）又は、最寄りの労
働基準監督署へお問合せ下さい。

宮 城 労 働 局

　宮城県内の事業場で働くすべての労働者
（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含
む。）に適用される宮城県最低賃金が下記の
とおり改正されます。

宮 城 県
最低賃金

時間額 効力発生日

８２４円 令和元年10月１日

編集後記

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
案
内

■相談日程
　９月26日(木)
　10月10日(木)・24日(木)
　11月７日(木)・14日(木)
　12月５日(木)・19日(木)
■相談時間
　午前10時～午後４時まで
■場所　一迫花山商工会本所
※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめお電話等でご予約の上ご来所願います。

★金融相談日のお知らせ★

紅葉の湯浜温泉

◇開催日時（下記のテーマで販売いたします）
　10月31日(木) ～至福の時間をあなたへお届け～一度は食べたい旬のお菓子
　　　　　　　 ～地元で楽しむ各地の秋～
　11月７日(木) ～私たちが届ける幸せ気分の秋～
　　　　　　　  ～便秘解消にも繋がるカルシウムたっぷり牛乳プリン～
　11月21日(木) ～食欲の秋！私たちが厳選したパンいかがですか～
　　　　　　　 ～癒しを求めるあなたにスイーツを～
　午後２時から開店いたします。
◇会　場　一迫にぎわい施設
　「がやがや」（一迫郵便局さん向かい）

◇問い合せ先
　一迫商業高等学校 ☎ ５２－４１１２

※１「栗原版デュアルシステム」とは
　地域の企業と学校で教育を受けるシステムのことをいいます。
　平成17年度から３年間、文部科学省の指定を受けて県内では一校だ

け実施しました。
　指定終了後も地域の企業や宮城県教育委員会などの協力をいただき

今年で14年目になります。「販売実習」のほかにも「起業家研究」、「企
業実習」の３本柱で実施しております。

　一迫商業高等学校では、毎年、「栗原版デュアルシ
ステム」※１の事業の一環で、地元の空き店舗｢一迫
にぎわい施設がやがや｣を活用して販売実習を行っ
ています。マーケティング、ビジネスマナーなどの
学びを生かして企業経営について学ぶ取組みです。
市場調査に基づいて全国から品物を集めました。

「みんなできてけさいん！」ご来店お待ちいたしております。

★★★一迫商業高等学校より★★★

チャレンジショップ「きてけさいん」のお知らせ
令和元年10月１日から

消費税の軽減税率制度が実施されます

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

▲

介
護
・
医
療
セ
ミ

ナ
ー
の
模
様

▲

新
入
生
に
渡
す
お
守

り
作
成
中
の
女
性
部

員
さ
ん

一迫花山商工会 まで！☎５２－３３００ご相談はお気軽に

商工会の経営指導を受けている小規模事業者の方へ！

マル経融資制度をご利用下さい！
●マル経融資制度（小規模事業者経営改善資金融資制度）

融資対象 常時使用する従業員が商業・サービス業：５人以下、製造業・その他：２０人以下の事業者
対象資金 運転資金、設備資金 融 資 額 ２,０００万円以内

返済期間 運転資金 ７ 年以内 (据置１年以内 )
設備資金 １０年以内 (据置２年以内 )

融資利率 年１．２１％(令和元年９月１日現在)
融資機関 日本政策金融公庫(国民生活事業)

経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするため、 
無担保・無保証人・低利で融資する商工会の会員限定の融資制度です。

常時使用する従業員がお
り、雇用を維持または拡大
の予定で設備資金の場合
は年０．７１％になります。

　労働保険への加入が未手続きの場合は、速やかに、
宮城労働局労働保険徴収課にご相談ください。なお、
最寄りの労働基準監督署又は公共職業安定所（ハロー
ワーク）でもご相談いただけます。

【問合せ先】

宮城労働局労働保険徴収課 ☎ 022-299-8842

　労働者（アルバイトを含む）を1人でも雇用してい
る事業主は労働保険(労災保険・雇用保険)に加入す
る義務があります。（農林水産の一部の事業は除き
ます。）

１１月は労働保険適用促進強化期間です
事業主の皆様、労働保険の加入手続きはおすみですか？

　令和元年10月１日から、消費税及び地方消費
税の税率が８％から10％に引き上げられると同
時に、消費税の軽減税率制度が実施されます。

軽減税率(８％)の対象品目

飲食料品
飲食料品とは、食品表示法に規定する食品(酒類を除き
ます。)をいい、一定の一体資産を含みます。外食やケー
タリング等は、軽減税率の対象品目には含まれません。

新　　聞
新聞とは、一定の題号を用い、政治、経済、社会、文化
等に関する一般社会的事実を掲載する週２回以上発行さ
れるもので、定期購読契約に基づくものです。

全
て
の
事
業
者

飲食料品の売上げ・
仕入れの両方がある
課税事業者の方

売上げや仕入れについて、取引ごとの税率
により区分経理を行うことや、区分記載請
求書等を交付する必要があります。

飲食料品の売上げがなくて
も、飲食料品の仕入れ(経
費)がある課税事業者の方

仕入れ(経費)について、取引ごとの税率に
より区分経理を行う等の対応が必要になり
ます。

免税事業者の方 課税事業者と取引を行う場合、区分記載請
求書等の交付を求められる場合があります。

○軽減税率制度に関するご相談は、以下で受け付けております。
　消費税軽減税率電話相談センター(軽減コールセンター)
　【専用ダイヤル】０１２０-２０５-５５３（無料）
　【受  付  時  間】９：００～１７：００（土日祝除く）
○軽減税率制度についての詳しい情報は、国税庁ホームペー
ジ（www.nta.go.jp）内の特設サイト「消費税の軽減税率制
度について」をご覧ください

軽減税率制度に関するお問合せ先


